
私たちのくらしと 森林・木材の放射能森林・木材の放射能
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
山
菜
に
も
深
刻

な
放
射
能
汚
染
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
山
菜
に
は
栽

培
品
と
野
生
品
が
あ
り
、
栽
培
品
に
つ
い
て
は
出
荷

制
限
と
そ
の
解
除
、
除
染
と
い
っ
た
一
般
の
野
菜
と

同
じ
よ
う
な
処
理
の
手
段
を
講
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
野
生
品
は
〝
天
然
も
の
〞
の
価
値
が
あ
る
反
面
、

採
取
地
が
特
定
さ
れ
な
い
場
合
が
少
な
く
な
く
、
栽

培
品
と
同
じ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
森
林
総
合
研
究

所
で
は
二
〇
一
二
年
五
月
以
来
、
福
島
県
な
ど
で
野

生
の
山
菜
や
薬
用
植
物
を
採
取
し
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
や
採
取
地
の
空
間
線
量
率
を
計
測
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
山
菜
植
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
と
空
間
線
量
率
と
の
間
に
は
正
の
相
関
関
係

が
あ
り
ま
し
た
。
空
間
線
量
率
が
同
じ
で
も
、
イ
ワ

ガ
ラ
ミ
の
よ
う
に
他
の
樹
木
に
張
り
付
く
た
め
の
付

着
根
を
持
つ
種
や
、
地
形
的
に
周
囲
よ
り
低
く
、
表

層
水
や
地
下
水
が
集
ま
る
土
地
に
育
っ
た
山
菜
植
物

は
よ
り
汚
染
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
春
に

空
間
線
量
率
が
〇
・
八
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

（μS
v/h

）
以
上
の
場
所
で
採
取
し
た
山
菜
に
、
出

荷
制
限
の
目
安
と
な
る
生
重
一
㌔
㌘
当
た
り
の
ベ
ク

レ
ル
数
が
一
〇
〇
以
下
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
高
濃
度
汚
染
の

野
生
山
菜
を
採
る
危
険
を
減
ら
す
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
案
）
を
次
の
よ
う
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
空
間
線
量
率
（Japan Atom

ic Energy 

A
gency, http://ram

ap.jm
c.or.jp/m

ap/eng/

）

が
高
い
場
所
ほ
ど
、
山
菜
は
汚
染
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
〇
一
三
年
の
春
に
空
間
線
量
率
が

〇
・
八μS

v/h

以
上
あ
っ
た
場
所
で
は
、
山

菜
を
採
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

（
２
）空
間
線
量
率
が
同
じ
で
も
、
付
着
根
を
持

つ
山
菜
や
、
集
水
地
形
（
窪
地
や
谷
型
を
し
た

地
形
で
、
地
表
面
水
や
地
下
水
が
集
ま
り
や
す

い
場
所
）
で
育
つ
山
菜
は
、
よ
り
汚
染
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
３
）放
射
能
汚
染
さ
れ
た
場
所
で
は
コ
シ
ア
ブ

ラ
の
芽
は
採
ら
な
い
で
下
さ
い
。
コ
シ
ア
ブ
ラ

は
空
間
線
量
率
が
〇
・
二μS

v/h

以
上
の
場

所
で
は
強
く
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
空
間
線
量
率
以
外
に
コ
シ
ア
ブ
ラ
の
汚

染
度
を
高
め
る
条
件
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
、
現
時
点
で
は
不
明
で
す
。

（
４
）放
射
性
物
質
の
減
衰
や
生
態
系
内
で
の
移

動
に
伴
い
、
空
間
線
量
率
と
放
射
能
汚
染
の
関

係
は
刻
々
変
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

判
断
に
当
た
っ
て
は
、
最
新
の
情
報
を
利
用
す

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
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詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp

://ritch
i.ac.affrc.g

o.jp
/PD

Fvo
l55n

o
2/55(2)_ 

2013_113-118.pdf


